
      Ⅰ ""; 一   

  

Ⅰ
 

 
 

 
 

Ⅰ
 

;
@
 

ア
 
、
 
、
 

Ⅱ l Ⅰ Ⅲ "  
 

/
,
 

ぶ
 
。
 
Ⅰ
 

  
  

 
 

，
 Ⅰ
 
旺
 Ⅰ
 

「
Ⅰ
 

ⅠⅠ ノノコ 

一 Ⅰ   
L 田笠 

1 
      、   ぽ ""             b 甘   ・         

      甘キ                 Ⅰ   d                                                               " ジ 
    

          
    ;@/ みヰ Ⅰ ' 、 去 " "                                       

Ⅰ
 
-
 

 
 

 
 

 
 
Ⅰ
 
ユ "'" 接 Ⅱ ば "               l   

Ⅰ １ ・Ⅰ 1 l 

ア "                   @ -           
Ⅰ『 

  
l¥ Ⅱ 

                  
        

    
  一   

、 ワ 

暉
 

田
が
 

昏
 
鹸
 

 
 

 
 

簿
 
"
,
 

一
 

蕊
押
 

 
 
 
 
 
 
 
 

蜂
 
 
 
 
 

  
   

 

 
 

ゐ
一
 

押辮 9" ス """   
一
 

"
 
一
 
月
 
"
 ビ Ⅱ 品コ 

 
 

 
 
ぱれ 。

 蓬
 ⑩
 

㍗ Ⅱ 

  

  

骸
 
づ
 ，
わ
 

）
 

ワ
  

 
捻
鰯
 

i- Ⅱ Ⅰ 
 
 

 
 

 
 

汗
 。
 

絆良 

ⅠⅠ 

ぢ芋 
    

 
 Ⅰ

 Ⅰ 
      も " 。 



  

        

  "," ㌣       
  

Ⅰ 

  

，ガ     
ⅠⅠ   

    

    
鰍、     （           
    

@ 笘 

  
  

      
Ⅲ 

  
  

  モ   ・Ⅰ   
  
Ⅰ ， 

. ⅠⅠ @@-@     

のように快晴となった 7 月 8 日，若尾第 2 駐車 

@ 組合による「花咲き 商店街ふれあ いフェスタ 

開催されました。 
" " " " 』キム " し " " " " ハ ・ ょ 而 L ぬぬ 。 b   

  Ⅰ『 古古ア '  六十「 レ括ソだ """ 
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  大勢の人 v,,n,, 」．」 ひノ 」 "-   へ ・ ひ 」たのかな や   

(5 び つこ浴衣コンテストより ) レ 
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る ，ノ r ⅠⅡ 4 ヌリ の 丘 Ⅰ ク Ⅰセス 凪は肛用 ⅠⅠ 
  

Si@ 
梅雨も明けたか 

場で 花咲き商店街 
" 七夕夜市 " 」が 

今年で 2 回目となる 七ダ 夜爪 にほ、 l,uvu 人を超下御符 が呆 

まり、 催 l, の目玉「 溶 オコンテスト l で 却 岩の盛り ト がりは特高 
  

潮 に達 

目 
  

演 

甲 L  , ⅠⅡ Ⅱ I 申 Ⅰ し @ っ ト p 」 ヰ               。 ' ハヱ " , 八市 鴻寂 一汁 蛤 小ぬ 圭 " , Ⅱ 

    」 目   
Ⅰ 岡垣 海鳴り太鼓と 津軽姉味線の     

奏で幕が開けましに。   

  
  

  がれ い 

ワ 華麗なマジックの 数々に観客席げっは 、 篤さり 戸は八 リノ     
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  同 6 岡垣 ザン リ 一 
アイ・ウエーブアリーナ・ 

  オープニンバセレモニーが 

催されました。 
  岡垣 @ 鴨 ,)) 太鼓・コ域 午 マ一 

  チンクバンドのアトラクショ     
ン のあ と、                                                                     

  合が 2 試合 ( 九州女子高等 
    

  学校対博多女子高等学校   
福岡大学付属大法高等学校 

対 九州産業大学付属九州産         
  

莱 高等学校 ) が行われ、                     
                                                              、 に 客席から 

ば 歓声が上がっていました。 

・、 第 2 部ではエントランスホールで、 ンサイのコンサートが   
                                                                    しい施設のお 披露国行事にとても                                             

吉 

                                      さまさまなイベント /) Ⅱ 崔 されま - 打。 とう， ぞ ・ ご 期待         
ち 

    力 " 
み宙 ; 鮮き 、                   
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囲垣国際交流協会 は 、 
こんなことに 
取り組んでいます   

今年の 3 月 11 日に、 岡 同国際交流協会 
(0 I A) が発足しました。 0 I A は 、 会 

雙と 町の補助金によって 通営 する 井 営利 
の 任意団体です。 

一般会員は 410 人に達し、 近隣の国際交 
流 団体では最大規模になっています。 

事務所を中央公民 鰍に設拉 し、 広報 半 
業 ・国際協力活動・ 各種サービスなどを 
行う総務部と、 教甘 ・文化・芸術・スボー 

、 ソ ，歴史を旅 サる 事業などを行 う 事業部 
を 設問し．少しず つ 協会としての 活動が 
軌道に乗ってきています。 

今後の活動計画のあ らましをお知らせ 
します。 

《総務部 ) 
0  「ホームステイ 受け人     "      。   がで 

きました。 
0 パスポート申請用紙やオーストラリア 
旅行ビ ザ 特典資料を準備しています。 

0 広報活動の開始 
0  「囲垣国際交流協会会報」は l0 月に 

発行予定です。 
0  「国際交流フエスティバル」開催 
0l0 月 2l 日、 ワンリーアイ U ノ Ⅰミングホー 

ル ) 講演のほか、 小・中・高校生の ス 
ピーチ、 民族舞踊などを 準備中です。 

0 「中国語講座」 ( 昼・夜 ) を 5 月ひら開 
講しています。 

ば 事業部 ) 
0 「教室の窓ひら 世界をのぞく」交流事 

業は、 7 月ひら各小学校を 対象に計画 
中です。 

0  「覚国人との 交流」 
0 「ポットラ ッ ウディナーパーティー」 

「国際交流 員 の ポー パンさんとメリー 
さんの歓送迎合」「ピクニックの 日 」 

などを予定 
0  「覚国の字 校 施設支援活動事業」を 準 

備中です。 
0 「インターナショナルレストランスト 

l 」 一ト 」をまつり囲垣の 会場に開設予 
定 

0 「ワールドキッチン」などを 開催予定 
0 文化、 芸術、 スポーツの交流事業 

08 月に日韓親善剣道大会への 協力 
0 「歴史を旅する 事業」は今年度は 韓国 

の 予定で準備中です。 

これらの交流出 某は 7 月の役 口 会や理 
下 金 で、 さらに具体化することにしてい 
ます。 会員や協会事業に 興味があ る人の 

参加・協力をお 待ちしています。 
  

          問い合わせ   
囲垣国際交流協会   

82 8 2 一 0 5 4 9 へ 

タ                             平成 桂 年 7 月 ?5 日号 
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  1 回 ) が、 「年々高齢 ィヒ率已 も り・ 

老人クラフ会員も 増えていまづ -,   
  を 今後も " けていきましょうⅡ 

また俳優の奥村公廷さんを 迎え、 
  
  
    者約 1,200 人とふれあ                               
            )  した。 

                      日功小学校で「豊かな 心を育でる開かれた 学校の） 
創造」をテーマに 研究発表会が 行われま           

    
公開授業では、 異学年合同のブロック 授業や英会話学料、 ま   



）
 

;. ん ( 面高揚Ⅰの提供 ] 

榊、                                                                                                                                                                                                                   

） 

  
は詮 0 黄 櫨早 言 馬 埋町 ま 巨悪   
ま も 在番 の 苗 う の め 甲 Ⅰ 二 = ご 二 % 「 =     

た な 0) 薇 若田 名声 しに 費 妥再珪 =" 
王女 し 血の 俺   に の 鈴 
く 稚 を と の こ 母ム   
な紫 思げ 彰 よ な る -@-@.¥@@-@ 戦友等 @.@,@@ 寿 荘の 薄霧 一 @. 一 

り の わ に を な @)  @" @   
け あ ず利 ゆ く 

」仏言                                                                                                                                                                                                                                                                                       て広 棄 舐 むれ位れわ さ すや こと 

石 い原る て々 り き拮 と 短甲 
  

加川 目 に 百 た   
刀汁 Ⅴ @ 一 Ⅰ 英 ミ 山杖 一玉手 Ⅰ @ む。 セ憂 @  含 T 鈴と ム ム 政子 フ 7@  卜 ト作 ⅡⅠⅡ 廿ァ - - -.-. モ ュ ・ ， ・ - ・ @                           ""@. コ : Ⅰ こ Ⅰ " テ @ 

参加する人も 読む人もめれな 友達。 こ 
のコーナ一でひとつになって 楽しもう。 
「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願いを 
込めた読者のぺ ー ジ てす 。 

楽しかっにこと、 悲しかったことがら 
地区の活動まで、 また、 イラスト・ 4 コ   

マまんが・俳句・ 川柳などの作品もお 待 
ぢ しています。 
応募 先 / 〒 8 Ⅱ -42 ㏄岡垣町大字野間㏄ 7 
  l 岡垣町役場地域振興課・ 広報「とく 

しゃの私書箱 」 係 
Ⅹ応募はかきには「住所 三 氏名 ( 紙上 桶 
名 も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れば 

く 。 

私 ・ ガ んぼりま す Ⅱ 
  

春に ジュニア時代がらの 夢てあ った 春高バ 

リー 全国大会に出場でき、 今回ほ国体 県 代表 

選手に運ばれ、 たいへんうれしく 思っていま 

す 。 国体でも今まての 経験を活かしてかんは 

リ ます。 

  
択出 荷苦学 

久 小父 さ 

千 ん 

Ⅰ 、、 

肥山一八 し｜ （ 仙 

ホ 

    ) レ 

  

全国体育科ハレ 一 ホール東京大会優勝 

春の高校ハレ 一 福岡県代表決定戦優勝 

春の高校ハレ 一 全国大会出場 

全九州総合選手権 九州大会出場   悔し 街角 る 二 ア 悔し 待ち 差日宝 ま = 三三 軍 "   " @ """@   """" 
      

、ス さ を 合 わ さ も 

    
    
  
  調 笑顔も ジ せし 使 し         
  
夢   迫 技 - T                       
を 

待 

茗 ・ け   
                                平成 レ 年 7 月 25 日号 イ 
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* ウ ラフに入っ捷きっかけは ? サ 二イ瑳 l Ⅰ せ 

「サッカ ーが 好きで、 うまくなりたかったので、 ツ 
  

クラブに入りました。 クラブに入って 上手になっ 
カ 弓 …Ⅰ     

たと思うし、 楽しいので良かっにと 思います。 」 

と 嶋津 売 くん ( 南山田 ) 。 
  

* 抹 ンバー構成は ? 
  ラ 生 のを 指絵 彫 のごち けるにのなとっ 彰 6%6 陣日付 どる をの 出 がか 日 浮 

3 小学 年生 6 4 年生 人・ 7 2 人・ 年生 5 l 年生 人 ・監督顧問 4 人 4 年生 2 5 人の合 人・ フ   にしと 映 との 時典樺氷 るのっ ロ は べ 紛のむ ゆ く 渋 か ひ けの 植身 らに じ る 

計 凶人と、 コーチ ( クラブ卒業生 ) 数人で活動を れ く り る に猟 り ろ り 中田 遇し立ま 田 

行っています。 l 1 ⅠⅠ ぬニつ 終きげ 羽 木 田 え て * いっ・むこで 練習をしているの @? 70 連絡 低く の白 を祥 て 白 ー 降り ムロキ 曲 8 カメ ： マ 動か   窩 れ 鷺 { @ 弟訂 毎週土・日曜日の 毎週 水 ・金曜日の牛後 午後 2 4 時 時 30 30 分から 分～ 6 2 時 時間程度、 30 分と ｜ 什 すり士干 捜 ・   [ Ⅰ ャ よ ・ の 漁 は れ 発 向 る （       
須 6 人 ど ち 鷺 白 白 

白 
または午後 4 時がら 2 時間程度の週 4 日間、 海 会い % 台 を 地 ゆ の 鷺 窩 

老漢小学校運動場で 練習しています。 長い に 溝 仰 に   ヰ 与 一 に 

せひ 一度見学しに 来てください。 
中河 し い げ 映 発 向 羽 著 

屋な 目 「 
* 最後に ウ ラフの PR を 嘉か   路忌 ， 

亡んか。 サッカ ーが 好きな男子・ 女子、 ウラ ブ に入りま き孝 徳 容 -. 田 - 2 せ 。   
  

3 年生以上の小字生であ れば、 誰でもいっで       

も OK です。 あ れピて 指導者も募集中です。 3 １ J １ 

練習日には、 海老 澤 小学校運動場へ 遊びに来者 原 

ませんか。 いっしよに思いっきり 汗をがきましょ 9 

へ 
万 

- つ Ⅱ ‥ 
    

窓 三 友 浦 白 城 栴 寸 土 
明 伸 零 人 妙 跡 梗 の 薬 広報に 遠縁も 草茂る 活魚を 燕の子 栗毛 "@ "= "" .@  @-@  ニ 一 二ミ """-"" 三五五 " 戸 ,- - j 三 " て け 9 の と や 奥     
て 土 馬 な         
若 で は り 

      Ⅰ @   
7)  刻 づ 十 

        
匂 ま こ 弁岡 " イ 色 @ ま 吹り 故 こ と れ 我木 。 ニ : ニ， 

田 き 起句か り ョ - ゑ 句 け 丁場 ヰ j 

枝 子 子 子 子     散 手 子 息   ア           平成は年 7 月 朽 日号 



  

  

心に残る地域振興を… つ 午 ミミ り 山 でひとづく り ・まち づ く り 

  
日本にほ、 春夏秋冬があ るように、 「まつり」も 春夏秋冬があ りま 

  
ヲ 。 出会い 

「まつり」は 、 人と人とのぬれあ い、 出会い、 わガれ、 集いの場であ り、 ふれあ い 
思い出となるアルバムです。 

岡垣町でほ、 町民の連携・ 連帯づくしを 目的として、 さまざまな イベ 
学び 愛 

ント に取り組んでいます。   

①春には、 r 春 まつり』             ふれあ い広場の桜並木の 花に囲まれた、 春らんましての 音 まつり 

毎年 4 月の第 1 土曜日、 海蔵 寺 敷地内ふれあ い広場 
②夏には、 r 夏 まつり』             波津 海岸 て 潮風にあ たり、 真夏の夜の花火大会 

毎年 8 月の第 1 土曜日、 波津海岸 
Ⅹ今年は、 岡垣 サンリーアイ・ウェー ブ アリーナ て 開催します。 

③秋には、 『まつり 岡垣 』       町の主となるイヘント て、 皆さんの心のよりところとなっているのては       
毎年 1[] 月の第 3 日曜日、 町民総合クラウント 
Ⅹ今年は、 岡靖 サンリーアイ・ウェー ブ アリーナ て 開催します。 

④冬には、 F   駅双 イ )L, ミネーション」 
  」 R 海老津駅 て 電車を降りた 皆さんに " ほっど   一息イルミネーション 

12 月 1 日 一 1 月 15 日、 」 R 海老津駅双広場 

    熊     

  

  

ⅠⅠ 

就職・結婚・ 進学などで、 岡垣町を離れ、 久しぷりの帰省のとき、 JR 海老津駅に 
降りて、 駅双のイルミネーションを 見て 、 F まつり、 山、 Ⅲ 、 海の自然のぬるさと・ 
海 がの もガ ス るまち ] ガ 走馬灯のように 浮ガ んでくる。 

そんな " まちづくし " に 18 人のまっし囲垣実行委員さんとともに 励んでいます。   
                                      平成㍗年 7 月 25 日号 ダ 



  み， 。 

穏 

ぬヵ ジーク 汐 % ツバ ,(@97(@D 
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① 焼 鮭の混ぜ寿司 
    ②ヘルシーサラダ 嫡 糞 

  -@ イ       

  

          

く のの材料 4 人分 ) 
① 米 (290 グラム )C 塩鮭 (60 グラ             

百日 1 ソ 4 カップ )0  青しそ @ 4  枚 )0-) 切り 
ごま ( 大さじ 1 パ   ) 塩 ( 少々     

く のの作り方 )   Ⅰ   リ @ ま ぐ し @ { 古しぞを千切 { @ ） 

            ご飯が炊けたら②と 切りご   ま を                       
く ②の材料 4 個分 ) 

れ粉 寒天 ( l 袋 ) じ かつおの出し 汁 (2 ノ 
3 カップ @ もどしわかめ (80 グラノ。 );       

白木くら げ @ 8 グラ ヱ い こ きゆう 9 ( l 
                  : 小 えび (120 グラム ) ぃ ヴリンピー 

ス ㏄大さじ 4 @ リレーズ " ノ f40 グラム )0": 
しょうが (20 グラム、 ),  トマト ( 1 Ⅲ );         

サラダ菜 (1 ノ 2 束 ) 
A ① め そドレッシンバ @ 大さじ 2 ), 酢 

4 大さじ 1 @ ① スキム ミルウ ( 人さじ 
3 ) 口 みりん ( 大さじ 2 ) じ 練り辛子 
( 適せ ) 

く ②の作り方 ) {     @ ⑬ ) 、 き 、つ       し       
る 

                  器にサラダ菜と 食べやすく切っ         

                白木くらげを 置き、                             
サラダ曲を造き、 周囲にトマトを 飾 
  

                                                                                            る   できあ 
  

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

日
子
育
て
相
談
 ヒ 
な
し
て
い
き
 す
 1
 
ー
 Ⅰ
 
@
@
@
 

岡
垣
町
で
は
、
毎
年
二
百
人
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
 
ガ
誕
 

よ
こ
ぽ
い
 

生
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
出
生
数
は
横
這
い
 状
態
で
 

ヲ
ガ
 、
地
域
に
よ
っ
乙
子
ど
も
の
数
 ガ
 多
い
所
 こ
 少
な
 

り
 、
子
育
て
事
情
 が
 さ
ま
ざ
ま
で
す
。
 

ま
た
、
夫
婦
こ
子
ど
も
だ
け
の
（
核
家
族
）
も
 増
 え
て
 

す
 る
母
親
の
役
割
 ガ
 大
き
く
な
り
、
子
育
て
を
 楽
し
め
 

こ
こ
さ
え
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
 ガ 現
状
 で
す
。
 

●
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
人
は
に
住
ん
で
   

 
 

い
ま
す
 ガ
 <
,
.
 

（
下
図
参
照
 一
 

子
育
て
に
対
す
る
思
 
い
は
 喜
び
・
 楽
す
 " 次
に
話
  
 

し
み
 
・
不
安
・
苦
労
な
ど
 
言
 共
に
っ
く
代
の
千
ど
も
 
を
も
つ
 

せ
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
あ
る
と
 樺
い
 

所
に
必
ず
 い
る
と
は
 

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
 

詳
 か
に
訴
え
た
す
。
 

り
、
 誰
か
聞
い
て
く
れ
る
人
が
ほ
し
い
 

こ
の
よ
う
に
誰
に
 

 
 

 
 

し
か
し
、
話
を
開
い
て
ほ
し
い
夫
は
孤
立
感
が
増
 ｜
 @
 
、
子
 

仕
事
で
帰
り
が
遅
く
、
両
親
は
い
っ
し
ょ
を
感
じ
て
 
 
 

                                        言母 いなで   
まて く ' 丘                         
  已にと 育                                               

  ん 月 詰 、 母に " て いす 現が同ょ " い っ も 

ま親つ                                         

            で 近年でせ   

健 
  
  3
 

口
目
 

●
い
こ
い
の
里
で
日
子
育
て
相
談
口
を
て
い
る
人
た
 

ち
が
集
ま
っ
て
悩
み
を
 

共
 

 
 

し
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
の
 

"
 
笑
顔
 
"
 
は
、
か
け
が
え
と
し
て
も
活
用
 

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
 

で
す
。
 

そ
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
 

気
 
「
自
分
の
 

思
い
を
伝
え
る
こ
と
」
と
 

が
し
ま
す
。
し
か
し
、
 

保
詑
 
者
が
少
し
「
そ
の
思
い
 

を
 受
け
止
め
て
く
れ
る
 

人
 

で
も
不
安
な
気
持
ち
や
悩
み
が
あ
る
と
、
が
い
る
」
 

-
 
 
 

子
ど
も
は
保
護
者
の
表
情
を
察
し
ま
す
。
 

%
 台
で
相
 

入
人
 

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
・
 

子
 頂
け
た
ら
 

何
 
 
 

子
育
て
相
談
：
は
 

、
 い
こ
い
の
 

甲
 

 
  

 

て
 
n
n
2
 

回
 一
 
午
前
川
時
か
ら
Ⅱ
 

時
 ㏄
 
分
 

「
子
育
て
相
談
は
、
子
育
て
を
し
ま
で
一
し
て
い
ま
 

す
 。
 

健
 

 
 

  

 
 

調
査
 

ヒ
 

 
 

ト
山
 

一
 
文
 

l
 
4
 

 
 

 
 

生
後
 

「
 
ギ
、
 

  
 
 

藤
 
 
 

 
 

爾
 

 
 

 
 Ⅰ

 
7
8
7
3
 

 
 

扱
 

 
 
 
 

 
 

ゆ
轄
樽
し
 

芙
 
付
せ
 
い
 

 
 (

(
(
(
 

雙
 

 
 

 
 

2
3
4
5
6
 

康
 対
策
課
健
康
対
策
 係
 ま
で
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

少
子
社
会
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
 

が
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
に
、
 

保
健
婦
と
栄
養
上
も
子
育
て
の
良
き
理
 

解
者
で
あ
り
続
け
た
い
と
 m
 か
っ
て
い
ま
 

 
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
白
木
幸
弘
 

Ⅰ
 
，
 

ハ
田
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ク 教育委員 
ょ
 

 
 ム

 ム
 

呑 

   
 柑

 
Ⅰ
 

 
 

し
 

（
金
一
の
下
前
 
9
 時
か
ら
午
後
 4
 時
ま
 

で
 

と
こ
ろ
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
 

一
 
北
九
州
 円
 八
幡
 衷
は
 西
本
町
 -
 

募
集
人
数
的
人
 

受
講
料
無
料
 

募
集
締
切
 

8
 月
 7
 日
一
月
一
ま
で
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

県
 看
護
 

協
会
 む
 0
9
2
 
１
 7
1
4
 
１
 5
2
0
 

 
 申

し
込
み
 

履
杵
曲
 を
 

一
木
 -
 
ま
で
 

台
代
 に
捉
 

若
人
の
 セ
 

第
 8
 
回
 

青
 少
年
 

問
い
合
わ
せ
市
販
の
 

記
入
の
う
え
、
 8
 月
山
口
 

に
 、
学
校
教
育
課
学
校
教
 

出
し
て
く
た
さ
い
。
 

戸
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
 

青
少
年
の
主
張
大
会
 

の
 主
張
大
会
実
行
委
員
会
 

 
 

子
ビ
 も
の
好
き
な
人
へ
 

せ
ひ
、
 
ご
参
加
く
だ
さ
い
 

学
校
事
務
臨
時
職
員
募
集
 

一
 
看
護
力
再
開
発
講
習
会
 

手
板
教
育
課
学
校
教
育
係
 

看
護
力
再
開
発
講
習
会
応
募
資
格
Ⅸ
穣
か
ら
㏄
 
 
 

現
在
、
右
謹
の
現
場
を
離
れ
て
 
ぃ
 
-
 樺
帝
 な
 人
 

る
 人
を
対
象
に
、
再
就
職
に
備
え
た
勤
務
場
所
Ⅲ
 
内
  
 

調
習
会
を
開
き
ま
ず
。
 

勤
務
期
間
平
成
は
年
 
9
 用
 1
 日
 

保
催
婦
 
・
 上
 、
助
産
婦
、
希
 拙
姉
 

 
 

十
 、
准
看
護
婦
・
土
の
資
格
を
も
っ
て
の
う
ち
、
 

月
 Ⅱ
 日
  
 

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
 
"
.
 勤
務
時
間
午
前
   

 
 

報
 の
 促
 供
な
ど
の
相
談
も
行
っ
て
い
 

一
 Ⅹ
 学
佼
 に
よ
り
て
  
 

ま
す
 

賃
金
口
紬
六
十
二
目
凹
 

と
き
 
8
 月
月
日
一
月
 -
 
か
ら
わ
 口
 
・
募
集
人
数
 

3
 人
 

福中幕 格提 面責即時 勤育勤 供応 登 百聞 入 ウ 
 
 場

 料
無
料
 

い
 合
わ
せ
社
会
教
育
課
社
会
 教
 

 
 

活
ガ
 し
ま
せ
 れ
 

士
 募
集
 

福
祉
 

 
 

録
 者
を
募
集
し
ま
す
。
 

募
 資
格
 
初
 荻
か
ら
㏄
 歳
 ま
で
の
 

 
 

務
 場
所
九
部
保
育
所
・
中
部
保
 

 
 

務
 時
間
午
前
 7
 時
か
ら
午
後
 7
 

ま
で
の
う
ち
 3
 時
何
か
ら
 7
 時
制
 

か
 ま
で
 

金
 

7
 時
間
㏄
分
で
六
 
工
 

 
 

出
 書
類
履
歴
 円
 お
よ
び
保
育
 @
 
台
 

 
 集

 締
切
 
8
 月
別
口
一
月
一
ま
で
 

し
 込
み
・
問
い
合
わ
せ
神
社
 諜
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヤ
り
 が
 い
 が
見
つ
か
り
ま
す
 

 
 個

人
的
に
講
師
や
指
出
者
・
ア
ド
バ
 

 
 

 
 

 
 

適
切
な
人
材
一
個
人
や
団
体
一
を
 
@
-
 

紹
介
し
ま
す
，
よ
り
多
く
の
人
に
金
 

録
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
活
用
し
で
 

い
た
だ
き
た
い
と
円
い
ま
す
。
 

 
 

 
 

ツ
リ
ー
ア
イ
・
い
こ
い
の
 
型
 -
 の
 窓
 

Ⅱ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
登
録
申
請
 
占
 

 
 問

い
合
わ
せ
町
長
公
室
 
企
 再
調
 牡
 

 
 

今
年
も
町
内
各
小
学
校
の
運
動
場
 

に
 甜
 上
流
し
会
場
を
設
け
ま
ず
の
 
ネ
 、
、
 

利
 出
し
て
く
だ
さ
い
，
 

と
き
 
8
 月
お
口
 @
 人
一
千
 後
 L
D
 

時
か
ら
㏄
時
ま
で
 

と
こ
ろ
町
内
各
小
学
校
 
辻
動
場
 

問
い
合
わ
せ
町
民
 課
 生
活
環
境
 係
 

て
い
ま
す
。
 

年
 2
 旧
は
、
野
外
教
室
も
行
っ
て
 

い
ま
す
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
 

の
中
で
、
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に
 
唱
 

欣
を
決
し
み
ま
ぜ
ん
か
。
 

問
い
合
わ
せ
唱
歌
「
 
赤
 と
ん
ぼ
」
 

小
渕
 む
 2
8
2
 
１
 0
9
6
0
 
へ
 

 
 

と
こ
ろ
 

岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
 イ
 

@ ブ "   
）
存
じ
で
 
す
ガ
 

お
ガ
ガ
き
 入
射
目
 穏
 

町
長
公
室
企
画
調
整
 係
 

午ヰ 

と
を
 
8
 同
 4
 口
 -
 今
一
 

  

や
 
。
 

ぢ * 

 
 

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
：
・
 

精
霊
流
し
会
場
を
設
け
ま
す
 

町
民
 課
 生
活
環
境
 係
 

お
盆
に
Ⅲ
や
海
な
ど
で
 
痛
 乱
流
し
 

を
す
る
と
腐
っ
て
異
臭
が
し
た
り
、
 

 
 
 
 

叩
を
手
 え
ま
す
・
 

い
フ
し
 よ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
 ガ
 

は
歌
吾
 ま
語
 生
 募
集
 

唱
歌
「
 赤
 と
ん
ぼ
」
 

毎
月
第
 l
.
n
J
,
 

土
咄
 日
の
午
前
即
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町民武道 f,, 占 

い こ い の 型 ・社会福 盛紺 
岡垣 サソリーア イ 
、 ノルバ一人材センター 

容 282 

%283 
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  6 ⅠⅠ 

  294 

  151 

  468   

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
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Ⅰ
 0
5
8
 

中央公民 
東部公民 
西部公 民   
東部在宅介護支援 セ ; 

  
旧ハ 山ロロハ 

円ロロ省 ハ 

ダ一 

/ タ一 

呑 282 

%282 
%282 
%282 
%282 

故
 佐
々
木
 

徳
 幸
枝
折
 歳
 受
験
資
格
昭
和
 

弗
 年
 4 円
 
2
 口
 
か
ン
 0
 キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
 

5
 枚
 
0
 ラ
 
笛
 単
に
で
き
て
、
楽
し
く
遊
べ
る
 

ら
 昭
和
㏄
年
 

4
 月
 
1
 Ⅱ
ま
で
に
生
ま
・
イ
ナ
ー
 

千
 0
 氷
人
 
れ
 
0
 油
性
極
細
 

ぺ
 お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
あ
な
た
も
 

Ⅴ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

 
 

参
加
・
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
 

0
 馬
場
敬
子
 
様
 三
ロ
不
一
Ⅴ
老
人
ク
ラ
フ
 

ヘ
 

と
き
 8
 月
 
8
 同
一
人
一
年
前
川
 

定
員
 杓
人
 

牧
原
田
 
サ
 
チ
千
棟
㏄
 歳
 0
 安
部
和
子
様
 

0
 中
村
シ
ズ
ヱ
棟
試
験
内
容
面
接
試
験
 

申
し
込
み
市
販
の
履
 

耶
吉
 
ド
ミ
ル
人
中
込
締
切
 

8
 月
 ぬ
口
 
-
 
ホ
 -
 
ま
で
時
か
ら
正
午
ま
で
 

0
 吉
田
美
津
 

江
柏
 （
 
波
津
 ）
 0
 内
田
満
子
 
株
 

の
 
う
え
 
、
 
8
 月
 
8
 口
 @
 
木
 ）
か
ら
 

8
 円
 ・
 
米
 
希
望
す
る
人
は
 

、
直
接
イ
ン
フ
ォ
と
こ
ろ
・
 

-
0
 

立
会
議
室
 

政
吉
田
満
 
様
銘
歳
 

@
 
人
 @
 
ま
で
の
午
前
 

9
 時
が
ら
午
後
 

5
 
.
 

メ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
 

お
 
越
し
く
だ
さ
い
。
一
対
象
小
半
 

1
.
2
.
3
 

年
生
 

0
 吉
田
ユ
キ
ヱ
 

%
 
 
（
湯
川
 一
 

故
 吉
田
勝
雄
 様
 
㏄
 
歳
 

時
ま
で
に
、
直
接
イ
ン
フ
ナ
メ
ー
シ
ョ
 

持
っ
て
く
る
も
の
 

0
 デ
ィ
ッ
 

シ
ュ
 

い
ち
ご
皿
の
コ
ン
 

廿
｜
ト
 

ノ
に
 
提
出
し
て
く
だ
さ
 

ぺ
｜
 
パ
ー
の
め
 

走
 
m
O
 
は
さ
み
①
え
ん
 

0
 江
藤
道
世
 
糠
 （
新
海
老
洋
一
 

故
 江
藤
シ
ズ
ェ
様
㏄
 
歳
 

サ
ソ
リ
 

7
%
T
 

文
化
講
座
地
域
キ
楽
家
の
 

 
 

0
 安
部
和
子
株
（
軒
別
四
）
 

0
 馬
場
改
良
 

故
 安
部
 
セ
 五
三
一
様
 

牡
 （
東
山
田
 

ぬ
歳
 
-
 

ス
ポ
ッ
ト
講
座
 

を
 企
画
し
で
い
ま
ず
，
 参
加
費
無
料
 

と
き
 8
N
r
u
 

口
一
 
金
 @
 
 

午
後
 
6
 
 
一
定
員
初
入
 

■
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
 

グ
 

ペ
ン
 
&
 イ
ン
ク
技
法
で
、
ワ
ン
ポ
 

時
 過
分
か
ら
 

7
 時
 ま
  
 

申
し
込
み
 

8
 円
 
3
 巨
木
 
-
 
ま
で
に
、
 

牧
 馬
場
和
枝
 
様
訊
歳
 

イ
ン
ト
の
バ
 

テ
 
を
描
い
で
み
ま
せ
ん
と
こ
ろ
エ
ン
ト
 

ラ
ン
プ
、
ポ
ー
ル
・
 

笹
括
か
 

直
接
 
図
 曲
節
カ
ウ
ン
タ
ー
 

宕
 

0
 中
村
シ
ズ
ヱ
様
（
 

波
津
 ）
 

敵
中
村
正
己
様
㏄
 歳
 

 
 

お
演
者
松
本
忠
理
子
・
 

几
 Ⅱ
め
ぐ
 
一
 
2
8
2
 

１
 55
6
 

6
 へ
 

と
き
 8
 月
㌻
Ⅱ
一
本
一
午
前
 

皿
 ・
 
み
 ・
 
岩
ド
麻
莉
菜
 

-
 
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
 

0
 山
口
豊
子
 
株
且
向
 陽
一
 

イ
オ
リ
ン
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
一
 

時
か
ら
正
午
ま
で
 

故
山
口
松
雄
 様
 
㎝
 
歳
 

と
 -
 
」
 
ろ
 創
作
 
室
 

曲
目
イ
ス
ラ
メ
イ
東
洋
風
幻
想
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

南
 
 
 
 
 
 
 

<
 

を
 

 
 

 
 

回
茶
 

て
年
譲
 

 
 

ス y                                      平成Ⅰ年 7 月 25 日号 

  
 
 

  
 
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

一 0162 

一 0035 

一 7476 

一 5167 

一 5103 

ご
 寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
 

を
中
し
・
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
 

お
 祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

（
 
6
 月
㏄
 日
 受
付
 か
 ま
で
）
 

散
米
倉
健
嗣
 
様
用
歳
  

 

み
ょ
 
同
一
 

よ
ユ
 

絵
の
 

y
 。
 H
 
一
 
一
メ
 
・
に
問
い
今
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

0
 内
田
満
子
桂
 
-
 
上
海
老
 
澤
一
 

小
学
校
低
学
年
の
児
童
 
へ
 

臨
時
職
員
募
集
 

持
っ
て
く
る
も
の
 
0
 桁
（
木
綿
 

牧
内
田
 
惣
馬
様
乃
歳
 

 
 

工
作
教
室
 

0
 佐
々
木
フ
ミ
子
株
（
 
波
津
 ）
募
集
人
数
若
干
 名
 

）
 

）
 

愛
 の
 心
 づ
か
い
 

 
 

 
 

以
上
山
 

T
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
 

0
 米
倉
 
ナ
ミ
ヱ
様
 
（
緑
ケ
丘
）
 



Ⅰ 6  Ⅰ 5  Ⅰ 4   ⅠⅠ Ⅰ 0 9 7 8 

  
  @@@   4 3 2 

( 穂 ( 火 ( 月 @                                          ( 金 @  ( 木 ) ( フ灼 ( 火 ( 月 )     @  .          ( 金 @  ( フ %  ( フ % ( 火 '   

  

  
a  --                 @  /.  く 一 
ム 
言 」 9 
  ム :30  6 

    19  @  の ぐ ・ 18  コ一 、 ノ ln 会お 」 スス - ・，ニ 15   と @     

      
    エ ‥ @ 

@@ 1 
20   爪 Ⅰ       

    里 
） 一 

    上 Ⅱ 一 

    

  
  

  
  

  
    

  
  映像広報～放映予定～           

            ウ 7 7 …‥平和事業のお 月下旬・ 8 月上旬 知らせ 
  

      
  

イ Ⅰまつり「豆だ ! 祭りだ ! 冊 垣だ ! 」                 ㎝ ｜ アィ 一             
JJJJJJJ     

    
      

      

    
    

佳声 軒 丙吉 再津肺   毎用席   
切目     

  - 一 一 向 
中谷 全 @ 右下 上 東 拙 口 巨耳 @ ・七   = 口 油 
  高窯           一手 刀   

円月 野 冊目   ・ ・新曲手山、薬Ⅲ 、 吉木・ 古 月 畑 
  

湘 君 4% 型車 !l 日程 

野田斬 新 士 口 上 吉 二 把高台所 戸 手 Ⅲ 戸 野 月 戸 

  木 宅坦サ 汗 ・ 西 三宅 ・ 月山封地Ⅲ 津 声 門 三回白 2 円 百曲・ 提 - 月見一 沖 良吉 ・ 拍 君津 ホ ・ 

                                    表 
    三苗 玉 ・ 切 Ⅲ 曲 月明 立山・ ・ -. Ⅲ 大 @     日吉   

田門 ケ 

・一 丁 一 五     百合田 曲り戸 口切 
団 ・ Ⅰ   山 ・西 山田・ 原、吉   牽立生     ， -   奇 ・ % 暉円 高音 淫 声 切       宇 山 片 ホ @   

  革帯 昔日田 坤ぺ戸 

    
@ 全毛野 区 曲 江間   軒下 ヰ田 舌 再亜 門出 叩 百舌 卦 

高車 
Ⅲ・ 沖         
百円 苦       
吉山     土崩 百     

月 月 吉 田 田 圭 野 
  

  声Ⅲ 津 ・ Ⅲ唾石 宇 ・甲 

  
上日 キ汁 

@ 
  新月 捜 航甘浬 戸 芭 ・ 更 ・ 

型 

尿 8 臨時汲み取りの 月 7 日 ( 月 ) までにお願いし 受付けは、                   古庄 山田 F 走         車   ・ま         す   。         市上 

                                    平成 l2 年 7 月 25 日号 Z 召 



8 日の行事予定 

      
  
  

  

夫 8  月の納期 
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●保育 料                                                                               8 月分   8 月分 
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そ のうち 143 人は覚国人 

そのうち 53 世帯は外国人世 荒     
出生 … 14 人 死亡 … 17 人 

転入                                     86  人 
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国勢調査あ らたな世紀の 基礎づくし 

平成Ⅰ 2 年Ⅰ 0 月Ⅰ 日 ( 日 ) 

9 月下旬から調査 貴 がおうかがいいたします。 

～お盆休み中の 急病は ! ～ 
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Ⅹ事前に連絡 l0 晴一 l7 時 8   
が 必要です。 


